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発生確率

今後30年以内に80％程度

震度６強はどんな揺れ？
● �はわないと動くことができない
●�固定していない家具のほとんど
が移動したり、倒れたりする

●��耐震性の低い木造建物は、傾く
ものや倒れるものが多くなる

●��地割れ・地滑り・山の斜面の崩
壊が発生することがある

●��補強されていないブロック塀の
ほとんどが崩れる

南
海
ト
ラ
フ
地
震
と
は　

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
と
は
、
太
平
洋
沿

岸
に
あ
る
南
海
ト
ラ
フ
と
呼
ば
れ
る
海

底
の
溝
で
発
生
が
予
測
さ
れ
て
い
る
地

震
で
す
。
南
海
ト
ラ
フ
で
は
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
と
い
う
地
盤
が
日
本

列
島
の
下
に
あ
る
陸
の
プ
レ
ー
ト
を

ゆ
っ
く
り
と
押
し
込
む
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

長
い
年
月
を
か
け
て
た
ま
り
、
そ
れ
が

一
気
に
解
放
さ
れ
る
こ
と
で
地
震
が
発

生
し
ま
す
。

　
過
去
に
は
１
０
０
〜
１
５
０
年
の
間

隔
で
繰
り
返
し
発
生
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
て
お
り
、
直
近
の
南
海
ト
ラ
フ

地
震
は
１
９
４
６
年
の
「
昭
和
南
海
地

震
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
の
想
定
に

よ
る
と
、
次
に
発
生
す
れ
ば
広
い
範
囲

で
強
い
揺
れ
や
大
津
波
が
発
生
す
る
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
ク
ラ
ス
の
巨
大
地
震

と
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
最
悪
の

場
合
、
全
国
の
死
者
は
29
万
人
以
上
と

な
る
、
非
常
に
深
刻
な
被
害
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
と
は

　

昨
年
（
令
和
６
年
）
８
月
８
日
、
宮

崎
県
日
向
灘
沖
を
震
源
と
し
た
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
7.1
の
地
震
が
発
生
し
た
こ
と

に
伴
い
、
初
め
て
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨

時
情
報
（
巨
大
地
震
注
意
）
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
と
は
、

南
海
ト
ラ
フ
沿
い
で
異
常
な
現
象
が
観

測
さ
れ
た
場
合
や
地
震
発
生
の
可
能
性

が
相
対
的
に
高
ま
っ
て
い
る
と
評
価
さ

れ
た
場
合
な
ど
に
、
気
象
庁
か
ら
発
表

さ
れ
る
情
報
で
す
。
気
象
庁
で
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
6.8
以
上
の
地
震
な
ど
の
異
常

な
現
象
を
観
測
し
た
場
合
、
５
～
30
分

後
に
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
（
調

査
中
）
が
発
表
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、

専
門
家
の
調
査
結
果
を
受
け
て
発
表
さ

れ
る
、「
巨
大
地
震
警
戒
」「
巨
大
地
震

注
意
」「
調
査
終
了
」
な
ど
の
キ
ー
ワ
ー

ド
と
と
も
に
、
そ
れ
に

応
じ
た
防
災
対
応
が

呼
び
か
け
ら
れ
ま
す
。

日
頃
か
ら
備
え
を

　
し
か
し
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情

報
は
大
規
模
地
震
の
正
確
な
発
生
時
期

を
予
知
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
臨
時
情
報
が
な
い
ま
ま
大
規
模

地
震
が
発
生
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
日
頃
か
ら
の
備
え

が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

詳細はこちら▲

奈良県の最大震度

震度６強

気象庁：南海トラ
フ地震について▲

内閣府：南海トラ
フ地震防災対策▲
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いま知っておきたい南海トラフ地震

出典：内閣府「南海トラフ地震 - その時の備え -」を加工して作成

１
９
４
６
年

昭
和
南
海
地
震

１
９
４
４
年

昭
和
東
南
海
地
震

１
８
５
４
年

安
政
東
海
地
震

安
政
南
海
地
震

１
７
０
７
年

宝
永
地
震

１
６
０
５
年

慶
長
地
震

１
４
９
８
年

明
応
地
震

１
３
６
１
年

正
平（
康
安
）南
海
地
震

正
平（
康
安
）東
海
地
震

現
在

約 100 ～ 150 年間隔で繰り返し大規模地震が発生

前回の発生から約 80 年が経過

奈良県の被害想定
令和７年3月 31日に、国の調査による被害想定の見直し
が公表されました。

被害の内容（約） 全国 うち奈良県

死者 29万 8,000 人 1,600 人

負傷者 95万 2,000 人 1万 9,000 人

避難者
（発生から１週間後） 1,230 万人 33万 7,000 人

全壊消失棟数 235万棟 4万 4,000 棟

地震は１度では終わらないかも
● 1854 年 安政東海地震 1854 年 安政南海地震

マグニチュード
8.6

約 32 時間後

マグニチュード
8.7

● 1944 年 昭和東南海地震 1946 年 昭和南海地震

マグニチュード
8.2

約２年後

マグニチュード
8.4
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災
害
用
物
資
の
備
蓄

　
災
害
用
備
蓄
物
資
を
備
え
て
お
く
と

安
心
で
す
。

　
災
害
用
に
水
・
食
料
を
長
期
間
備
蓄

す
る
と
、
賞
味
期
限
が
切
れ
て
し
ま
っ

た
り
、
ど
こ
に
保
管
し
て
い
る
か
分
か

ら
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
普
段
か
ら

口
に
し
て
い
る
食
べ
物
や
飲
み
物
を
、

少
し
多
め
に
買
い
置
き
し
て
、
古
い
も

の
か
ら
使
う
よ
う
に
す
る
、
ロ
ー
リ
ン

グ
ス
ト
ッ
ク
と
い
う
備
蓄
方
法
が
手
軽

で
す
。 地

震
に
備
え
て
、
今
か
ら
で
き
る
こ
と

地
震
に
備
え
て
、
今
か
ら
で
き
る
こ
と

災
害
時
の
連
絡
手
段
の
確
認

　
発
災
時
に
は
電
話
が
制
限
さ
れ
て
ほ

と
ん
ど
使
え
な
く
な
り
、
離
れ
た
家
族

と
連
絡
を
取
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま

す
。
事
前
に
家
族
で
連
絡
手
段
に
つ
い

て
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
が
重
要
で

す
。
ま
た
、
発
災
時
の
連
絡
手
段
と
し

て
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
が
利
用
で
き

ま
す
。

　
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
は
体
験
利
用

で
き
る
日
も
あ
り
ま
す
。
使
い
方
を
確

認
し
な
が
ら
試
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

災害用伝言ダイヤル

伝言の再生

171 2 被災した家の
電話番号

伝言
（30秒以内）

  体験利用ができる日
●毎月１・15日（24時間）
●防災週間（８月 30日 9：00～９月５日 17：00）
●�防災とボランティア週間
　（１月 15日 9：00～１月 21日 17：00）
●１月１～３日（24時間）

伝言の録音

1 被災した家の
電話番号

伝言
（30秒以内）171

防災対策のきっかけに
ナラ・シェイクアウト

　７月９日㊌に、ナラ・シェイクアウ
ト（奈良県いっせい地震行動訓練）が
行われます。自宅・地域・職場などで
身の安全を守る行動を実践し、防災対
策のきっかけとする訓練です。地震発
生時の安全確保行動・訓練の流れなど
を事前に調べて参加して
みましょう。詳細は奈良
県防災統括室ホームペー
ジへ。

提供：効果的な防災訓練と防災啓発提唱会議

詳細はこちら▲

災害時の連絡手段
について、家族で
話し合ってみよう！

ローリング
ストック
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自
宅
の
安
全
対
策

　
自
分
の
住
ん
で
い
る
家
が
地
震
に
耐

え
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
、
命
を
守
る
た

め
に
と
て
も
重
要
で
す
。

　
家
を
建
て
た
の
が
昭
和
56
年
６
月
１

日
以
降
で
あ
れ
ば
新
耐
震
基
準
と
な
り

ま
す
。
新
耐
震
基
準
は
、
震
度
５
強
程

度
の
地
震
で
あ
れ
ば
ほ
と
ん
ど
損
傷
が

な
く
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
想
定
さ
れ

て
い
る
震
度
６
強
程
度
の
大
地
震
で
も

倒
壊
・
崩
壊
し
な
い
こ
と
を
目
安
に
作

ら
れ
て
い
ま
す
。
自
身
の
住
む
家
が
い

耐震基準 震度５強程度の地震 震度７までの地震

旧耐震基準
（～昭和 56年
5月 31日）

�

新耐震基準
(昭和 56年
6月 1日～）

倒壊・崩壊しない

軽微なひび割れ程度 倒壊・崩壊しない

規定なし

旧耐震基準の診断・改修など
住宅耐震化の補助制度

　３つの補助制度があります。
①木造住宅の無料耐震診断
②木造住宅の耐震改修工事
③ブロック塀などの撤去工事
　各補助金の詳細は、市ホー
ムページへ。

▲�②詳細はこちら▲�①詳細はこちら

▲�③詳細はこちら

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
は
今
後
30
年
以
内

に
高
い
確
率
で
発
生
す
る
と
言
わ
れ
て

お
り
、
奈
良
県
で
も
甚
大
な
被
害
が
想

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
規
模
災
害
時
に

は
公
的
支
援
が
す
ぐ
に
届
か
な
い
場
合

も
多
く
、
発
災
時
に
自
分
や
家
族
の
命

を
守
る
た
め
に
は
「
自
助
」
の
意
識
と

備
え
が
不
可
欠
で
す
。
非
常
用
品
の
備

蓄
・
家
族
と
の
安
否
確
認
方
法
の
話
し

合
い
・
自
宅
の
安
全
確
保
と
避
難
経
路

の
確
認
な
ど
、
日
頃
か
ら
で
き
る
こ
と

を
一
つ
一
つ
実
行
し
、
災
害
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
地
域
住
民
同
士
で
助
け
合
う

「
共
助
」
も
と
て
も
重
要
に
な
り
ま
す
。

顔
の
見
え
る
関
係
を
日
頃
か
ら
築
い
て

お
く
こ
と
で
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
お

互
い
を
気
に
か
け
、
助
け
合
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
自
治
会
や
自
主
防
災
組
織

の
活
動
に
参
加
し
た
り
、
防
災
訓
練
を

通
じ
て
地
域
の
課
題
を
共
有
し
た
り
す

る
こ
と
が
、
共
助
の
第
一
歩
で
す
。
自

分
の
備
え
が
整
っ
た
ら
、
地
域
に
も
目

を
向
け
、
支
え
合
え
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
し
ょ
う
。

つ
建
て
ら
れ
た
か
確
認
し
、
旧
耐
震
基

準
で
建
て
ら
れ
て
い
る
場
合
は
耐
震
診

断
な
ど
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

家
具
は
倒
れ
る
も
の

　
家
の
安
全
対
策
で
は
、
家
具
の
配
置

な
ど
も
重
要
で
す
。
阪
神
淡
路
大
震
災

や
新
潟
県
中
越
地
震
な
ど
で
は
、
倒
れ

て
き
た
家
具
の
下
敷
き
に
な
っ
て
亡
く

な
っ
た
人
や
、
負
傷

し
た
人
が
多
数
い
ま

し
た
。
家
具
な
ど
は

必
ず
倒
れ
て
く
る
も

の
と
し
て
対
策
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　
家
具
は
倒
れ
た
場

合
に
出
入
口
や
避
難

の
動
線
を
防
が
な
い

よ
う
に
配
置
し
ま
す
。
ま
た
、
寝
て
い

る
と
き
や
、
台
所
で
家
事
を
し
て
い
る

と
き
な
ど
に
倒
れ
て
も
安
全
な
場
所
に

配
置
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
配
置
に
加
え
、
倒
れ
て
こ
な
い
よ
う

に
対
策
を
す
る
と
よ
り
安
全
で
す
。
家

具
を
固
定
す
る
金
具・突
っ
張
り
棒
は
、

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
売
っ
て
い
ま

す
。
取
り
付
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。


